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2019年度第 3回大学図書館近畿イニシアティブ能力開発専門委員会 

議事概要 

 

日時：令和元年（2019）年 7月 16日（火）14:00～18:00 

場所：京都大学附属図書館 4階 応接室 

出席者（敬称略、順不同）： 

大阪大学附属図書館     井上敏宏 

京都大学附属図書館     吉田幸苗 

神戸大学附属図書館     山崎真知子 

福知山公立大学総務企画・財務グループ  足立斉 

神戸市看護大学経営管理課    井上牧子 

立命館大学学術情報部図書館学術情報課  藤井潤二 

京都文教大学図書館     野々山功一 

阪南大学研究部図書課    堤俊哉 

神戸松陰女子学院大学図書館事務課   加川みどり  以上 9名 

欠席： 

関西学院大学図書館運営課    服部耕一郎 

オブザーバー： 

京都市立芸術大学連携推進課    角田敏昭 

大阪体育大学図書館     那須浩子 

 

配付資料： 

資料 1 第 3回能力開発専門委員会開催通知 

資料 2-1 近畿イニシアティブとは？  

資料 2-2 近畿イニシアティブ組織構成図 

資料 2-3 大学図書館近畿イニシアティブ運営要綱 

資料 3-1 能力開発専門委員会設置要項 

資料 3-2 能力開発専門委員会委員一覧 

資料 4 2019年度第 2回能力開発専門委員会議事概要 

資料 5-1 2019年「中級研修」に係る役割分担表 

資料 5-2 アンケート調査結果 

資料 5-3 各委員の研修まとめ 

資料 5-4 2019年「中級研修」に係る HP 掲載内容 

資料 5-5 決算報告（案） 

資料 6-1 過去の研修内容一覧 
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資料 6-2 研修実施に係るスケジュール 

資料 6-3 能力開発専門委員会開催日程検討資料 

資料 6-4 能力開発専門委員会開催会場検討資料 

資料 7-1 2019年度第 1回運営委員会提出資料 

資料 7-2 2020年度以降の大学図書館近畿イニシアティブ研修会場について 

資料 7-3 2019年度「中級研修」に係る追加資料の発送について 

 

 議事に先立ち以下を確認した。 

1) 配付資料 

2) 委員自己紹介：全員の自己紹介を行った。 

3) 足立委員から、今期主査については前期末に決定した旨の説明があり、決定に基

づき足立委員が担当することを確認した。 

4) 足立主査から、副主査及び議事概要担当者の選出について説明があり、協議の結

果、井上（敏）委員が担当することとした。 

 

議題 

１．第 3回能力開発専門委員会開催について 

 足立主査から資料 1に基づき、能力開発専門委員会（以下「本委員会」と言う。）の開催

を確認した。 

 

２．大学図書館近畿イニシアティブの運営要綱等について 

 足立主査から資料 2-1、2-2及び 2-3に基づき、大学図書館近畿イニシアティブの概要を

説明し、確認した。なお、資料 2-2は昨年度の体制であり、今年度の組織構成図は第１回運

営委員会にて確認し、更新される予定との補足があった。 

 

３．大学図書館近畿イニシアティブ能力開発専門委員会について 

 足立主査から資料 3-1及び 3-2に基づき、本委員会の概要を説明し、確認した。 

 

４．2019年度第 2回能力開発専門委員会議事概要の確認 

 足立主査から資料 4に基づき、前回議事概要の説明があり、議題２．２）(4)の記述に基

づき、本委員会のメーリングリストは本日の委員会開催を機に、旧委員の登録を解除するこ

とを確認した。 

 

５．2019年度「中級研修」について 

１）2019年「中級研修」に係る役割について 
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 足立主査から資料 5-1に基づき、今年度中級研修における各委員の役割を説明し、確認

した。 

 

２）アンケート調査結果 

 山崎委員から資料 5-2 に基づき、今年度中級研修における受講者アンケートの回答集

計について説明があり、内容を確認した。 

 

３）各委員の研修まとめ 

 各委員から資料 5-3に基づき、中級研修における担当毎の報告、感想、反省点及び次回

に向けての提案等について説明があり、内容を確認した。主な意見は以下のとおり。 

 

(1) 講師との連絡：講師から本委員会メーリングリスト宛にメールを送信しても不達に

なるため、講師からのメールは講師担当者が一度受けて、メーリングリスト宛に再

送する必要があった。事務効率化のため、来年度以降の対応を運営委員会等と協議

したい。 

(2) 研修進行：各講義の最後に、質疑応答の時間をとることが出来なかった。あらかじ

め設定しておくことを検討した方が良いと思われる。 

 

４）中級研修に係る HP掲載内容ついて 

 足立主査から資料 5-4 に基づき、中級研修について公開しているウェブページの内容

について説明があり、内容を確認した。 

 

５）決算報告（案） 

 吉田委員から資料 5-5に基づき、中級研修に関する収入及び支出内容の報告があり、内

容を確認した。また、決算内容及び領収書等については本日の委員会開催前に、足立主査

と堤委員が確認した旨、報告があった。 

 

６．2020年度研修事業について 

１）次年度研修 

 足立主査から資料 6-1 及び 6-2 に基づき、過去の研修について説明があり、次年度の

研修について検討した。協議の結果、以下概要に沿って今後検討を進めることとした。 

 

(1) 2020年度の研修は、二日間開催の初任者研修とし、2020年 5月頃の開催を目標とす

る。日程は今後さらに詳細を検討する。 

(2) 従来どおり、ワークショップを開催し、テーマは「伝える技術」として、図書館の取り

組みをどのように利用者に伝えるのかを学ぶ機会とする。 

(3) ワークショップ講師は、足立主査から賛助会員に打診し、意向を確認する。 
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(4) 基礎研修として従来から開講してきた以下６つの領域については、従来からの 50 分間

に拘らず、拡張や短縮も含め、期限を設けメーリングリストにて継続審議する。 

①閲覧・ILL・レファレンス業務 

②情報リテラシー業務：ボリュームアップを検討 

③Webサービス：ボリュームアップを検討 

④資料収集業務 

⑤雑誌業務：「電子リソース管理業務」に変更 

⑥目録業務：CAT2020対応に考慮し、内容を精査。ボリュームダウンも検討 

 

２）第 4回能力開発専門委員会 

 足立主査から資料 6-3 及び 6-4 に基づき、標記について説明があり開催時期と会場に

ついて検討した。主な決定事項は以下のとおり。 

 

 次回会場候補は、関西学院大学、京都文教大学、阪南大学とし、この順に開催可否を確

認する。 

 開催は 10月頃を目途とする。 

 

７．審議事項 

１）2019年度第 1回運営委員会提出資料 

 足立主査から、資料 7-1に基づき、標記委員会への報告案が説明された。協議の結果、

原案に加え、本日承認を受けた決算も追加して報告することとした。 

 

２）2020年度以降の大学図書館近畿イニシアティブ研修会場について 

 足立主査から、資料 7-2に基づき、運営委員会への提案資料の説明があり、内容を確認

した。協議の結果、推薦期日の 11月末を 9月末に修正することとした。 

 

３）2019年度「中級研修」に係る追加資料の発送について 

 足立主査から、資料 7-3に基づき、中級研修講師のプロクエスト社、小林氏から追加提

供のあった資料について説明があり、対応を協議した。 

 大学図書館近畿イニシアティブ加盟館すべてに郵送することは難しく、また資料につ

いて、丁寧な説明が必要であることから、中級研修受講者に限り、受領の希望有無を確認

した上で、メール添付での発送で良いか、足立主査が小林氏に確認することとした。 

 

８．その他 

 特になし 

以上 


